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編編集集後後記記  

 

 この度、『茗渓社会教育研究』第 13号を刊行することができました。本号では、東海大学の

池谷美衣子先生と千葉大学の丹間康仁先生、淑徳大学客員教授の土井進先生に研究論文をご寄

稿いただきました。また、筑波大学の「地域と教育研究会」のメンバーからは、橋田慈子、正

木僚、金田葵、島袋恵、川邊笑、南澤諒真の 6名が論文を投稿させていただきました。このほ

か、つくば市や宮城県での実地調査報告など、研究室活動報告の内容も充実しております。 

 

また、茗渓社会教育研究会で長きにわたってご指導・ご鞭撻くださっていた伊藤俊夫先生が

昨年お亡くなりになられたことを受けて、同研究会の新春の集いは、「伊藤俊夫先生を偲ぶ

会」を開催いたしました。開催に際しては、東京福祉大学教授の手打明敏先生と元福生市長の

野澤久人先生から、伊藤先生のご足跡に関する資料を提供していただきました。また、「地域

と教育研究会」のメンバーからは、伊藤先生の実践と研究の蓄積をたどる発表をしていただき

ました。当日は、伊藤先生のお人柄や先生との思い出が偲ばれる会となりました。伊藤先生の

ご冥福を、心よりお祈り申し上げております。 

 

本号の作成にあたってご協力くださいました多くの方々に感謝申し上げ、ここに、編集後記

といたします。引き続き、皆さまのご指導・ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。 

 

（文責 橋田 慈子） 
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